
外国人材の現在の入国状況 

－外国人介護人材入国再開で見えてきた課題とその対応策－ 

 

●令和 4 年 3 月末現在（最新の数字、本年 3 月以降の入国制限緩和の入国はほとんど含まれてない） 

 

●令和 2 年 3 月末現在（2 年前の数字） 

 



本年 3 月以降の入国状況の一例 

 

・GTN 社   特定技能介護者 約 50 人入国 

       フィリピン、インドネシア、ネパール 

        

・A 社     特定技能介護者 約 80 人入国 

        フィリピン、インドネシア 

 

・B 社    特定技能介護者 約 300 人入国 

       ミャンマー、カンボジア、フィリピン 

 

・C 社     技能実習介護者 約 250 人入国 

ミャンマー 

 

・D 社     技能実習介護者 約 50 人入国 

       フィリピン 

 

上記の各社は、コロナ禍前 2019 年、コロナ渦中 2020 年に内定が決まっている候補者が多

く、最大 2 年以上待機した後の入国となっている。 

 

 

課題と対応策 

【現状・課題①】 

モデルナ、ファイザー以外のワクチン接種をしている場合、例えば 3 日間の待期期間を求

められるケースあり。費用と日数が嵩むことになっている。 

【対応策・結果など】 

GTN 社の場合は、海外候補者に対し、モデルナ、ファイザーを推奨したため特に問題なし。 

日本政府が推奨するワクチン接種を送出し機関に伝えることで負担は軽減する。 

 

【現状・課題②】 

フィリピンのＰＯＬＯ（フィリピン海外労働事務所）東京の労働アタッシェの審査が厳しく、

東日本エリアでは、受入企業の不承認が相次ぎフィリピン人特定技能介護人材は採用が伸

びなかった。ＰＯＬＯ大阪は、審査基準が東京と比較して幅があり、承認数が多く採用が進

んだ。 



【対応策・見込みなど】 

フィリピン人材については西日本エリアを中心に紹介が進んだ。本年 6 月に POLO 東京の

労働アタッシェが交代。POLO 大阪同様の審査基準になることが想定されている。 

 

 

【現状・課題③】 

コロナ禍で介護施設においても採用活動が停滞、外国でもロックダウンなどの影響で、人材

募集・採用面接が進まなかったため、しばらくはまとまった入国が見込まれるが、その後介

護人材の入国は停滞する見込み。 

【対応策・見込みなど】 

コロナ禍の影響が減少するなかで、日本側での採用活動、海外での募集活動も再開する見込

み。 
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